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テラヘルツ波光源とその応用開発
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　2030年頃の利用を目指した次世代高速無線通信（いわ

ゆるB5G/6G通信）では現在の100倍速い通信速度を目指

し、テラヘルツ周波数の電磁波（テラヘルツ波）が利用され

ます。近年の進展によりテラヘルツ波は、無線通信以外の

利用方法として安心安全社会の実現に向けた研究も進んで

います。テラヘルツ波は光波とミリ波の中間に位置しており、

光波のように高い空間分解能とミリ波のように様々な物質

に対する透過性を両立した電磁波です。そのため、目で見る

ような解像度で物質内部を透視する非破壊検査利用が期

待されています。当研究室では、レーザー光からテラヘルツ

波を効率よく発生させるため、非線形光学という光の波長を

変える原理を使った研究を行っています。高出力レーザーか

ら変換された強いテラヘルツ波を利用して様々な物質の非

破壊センシングを手法の開発を行ってます。

研究内容

　テラヘルツ波は電波のように様々な物質を透過する性質

と光波のような空間分解能を両立できる電磁波です。また、

物質固有の吸収スペクトルを利用した対象物質の検知・同定

も可能であるため、非破壊検査やガスセンシング、セキュリ

ティー検査などの可能性があります。
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